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坂井市コミュニティバス
ぐるっと坂井 9月から本格運行！
8月30日（日）は第日（日）は第45回衆議院議員
総選挙および第21回最高裁判所裁判官
国民審査の投票日です

坂井市コミュニティバス
ぐるっと坂井 9月から本格運行！
8月30日（日）は第45回衆議院議員
総選挙および第21回最高裁判所裁判官
国民審査の投票日です
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自
治
区
を
越
え
た
移
動
を
目
的
に

設
定
し
た
基
幹
ル
ー
ト
は
、
主
に
高

校
生
が
通
学
に
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
、
ま
た
、
接
続
ル
ー
ト
は
、
平

日
の
昼
間
は
家
に
い
て
、
自
分
で
車

の
運
転
が
で
き
な
い
な
ど
移
動
の
手

段
を
持
た
な
い
高
齢
者
の
利
用
が
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
利
用
対
象
者
ご

と
の
目
的
に
あ
っ
た
ル
ー
ト
を
検
討
。

基
幹
ル
ー
ト
を
、
通
勤
通
学
用
ル
ー

ト
（
朝
夕
）
と
日
中
ル
ー
ト
を
分
離

し
ま
し
た
。

　
通
勤
通
学
用
ル
ー
ト
は
、
始
業
時

間
ま
で
に
学
校
に
到
着
で
き
る
よ
う

な
時
間
に
設
定
し
、
ル
ー
ト
も
、
三

国
運
動
公
園
と
丸
岡
高
校
前
ま
で
延

長
し
ま
し
た
。

　
実
証
運
行
で
は
、
利
用
者
の
移
動

特
性
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
高
齢
者
は
、
乗
り
換
え
を
苦
痛
に

感
じ
て
い
る
こ
と
、
自
治
区
内
だ
け

で
移
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
目
的

地
も
、
三
国
町
在
住
の
人
は「
み
く
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド
・
イ
ー
ザ
」、

同
様
に
、
丸
岡
町
は「
霞
の
郷
温
泉
と

中
央
商
店
街
」
、
春
江
町
は
「
ア
ル
プ

ラ
ザ 

ア
ミ
と
春
江
病
院
」
、
坂
井
町

は
「
プ
ラ
ン
ト
２
坂
井
店
」
が
多
い
と

い
う
結
果
で
し
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
自
治
区
内
の
移

動
を
目
的
に
走
る
接
続
ル
ー
ト
を
、

目
的
地
ま
で
乗
り
換
え
ず
に
行
け
る

よ
う
設
定
し
ま
し
た
。

　
１
年
間
の
利
用
実
績
を
基
に
、
中

型
だ
っ
た
基
幹
ル
ー
ト
の
車
輌
を
小

型
に
変
更
し
ま
す
。

 

接
続
ル
ー
ト
は
、
利
用
者
の
少
な
い

ル
ー
ト
は
ワ
ゴ
ン
車
に
し
ま
す
。

　
三
国
町
の
運
動
公
園
周
辺
と
、
丸

岡
町
の
竹
田
地
区
で
は
、
従
来
か
ら

あ
る
路
線
バ
ス
を
継
続
し
て
運
行
し

ま
す
。
こ
の
地
区
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
は
運
行
し
ま
せ
ん
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
と
同
じ
値
段
で
路
線
バ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
乗
り
継

ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
な
運

行
形
態
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
路
線

バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
乗
り

継
い
で
も
、
料
金
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
１
回
分
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
丸
岡
総
合
支
所
前
に
設
け
て
い
た

バ
ス
停
を
廃
止
し
、
代
わ
り
に
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
バ
ス
停
を
設
置
。
待

合
所
が
あ
り
、
案
内
窓
口
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
。

　
「
孫
の
顔
を
見
に
行
く
」「
気
の
合
っ

た
仲
間
と
会
食
を
す
る
」「
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
す
る
」と
い
っ
た
活
動
は
、

人
々
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
幸
せ
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
で
培
っ
た
技
術
を
生

か
し
て
地
域
の
お
手
伝
い
を
す
る
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も
喜
ば
れ
る
し
、

そ
れ
が
本
人
の
元
気
の
も
と
に
も
な

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
営
み
が
普
段
か
ら
随

所
で
行
わ
れ
て
い
る
地
域
に
は
、
自

然
に
笑
顔
や
活
気
が
あ
り
ま
す
。「
地

域
の
活
力
」は「
社
会
参
加
の
総
量
」に

比
例
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
一
人
で
も
多
く
の
社
会
参
加
を
促

進
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
公
共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
し
、
移
動
の
機

会
を
高
め
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
。

皆
さ
ん
の
社
会
参
加
が
地
域
の
再
生

を
生
み
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
は
、
そ
の
一
つ
の
鍵
と
な

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
を
つ
な
ぎ
、
人
と
ま
ち
を
元

気
に
。
み
ん
な
で
創
り
、
育
む
、
地

域
に
根
ざ
し
た
公
共
交
通
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ぐ
る
っ
と

坂
井
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
一
翼
を
担

い
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●

お一人さま１回限り
21年12月28日まで
ご利用いただけます

切り取ってご利用ください→

「ぐるっと坂井」がまちを元気に
～バスで出掛けてみませんか～

もっと便利に、もっと快適に
～検証結果を基に見直し～

利
用
の
多
い
世
代
の

利
便
性
を
追
求

ぐるっと坂井 9月から本格運行！

point

1

地
域
を
つ
な
い
で

人
と
ま
ち
を
元
気
に

乗
り
換
え
な
し
で

目
的
地
へ

point

2

利
用
者
数
に
応
じ
た

車
輌
に
変
更

point

3
路
線
バ
ス
と
連
携

乗
り
継
ぎ
も
Ｏ
Ｋ

point

4
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

バ
ス
停
と
し
て
活
用

point

5

　運行時間

など詳しくは、

各家庭に配布

する「時刻表」

をご覧ください。

　細線部分は、

通勤通学時（朝夕）

のみの運行です。

は
ぐ
く

つ
く
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フォーカス

フォーカス

まちの話題をお届けします。

▲3本のホースを延長し、火点めがけて放水

訓
第2回嶺北消防組合消防団操法大会が福井空港駐

車場で開催され、管内の消防団員約550人が参加し

ました。17の分団から102人が出場した、6人１組

でのポンプ車操法では、ホースの結合やポンプ操作、

吸水、放水などの動作の速さや正確さを競いました。

どの分団も本番さながらの真剣な表情で臨み、統制

の取れた迅速な動きを披露していました。

練の成果を披露
消防団操法大会を開催 7月5日（日）

▲楽しく分かりやすく解説する

　石原さん

　基礎体力づくりや生活習慣病予防

　など、健康長寿の秘訣を学ぶ受講者

運
「人づくり・まちづくり講座」が高椋公民館で行わ

れ、約120人が受講しました。講師の石原一成さんが、

県内の高齢者の精神的健康度が高いことに触れ、心

の健康が長寿につながることを紹介。また、女性は

平均寿命と併せて介護期間も長いという国のデータ

を示し、日ごろから意識的に運動し、筋肉力を高め、

維持しておく必要性を訴えていました。

動を意識した生活を！
健康長寿の秘訣を学ぶ 7月11日（土）

▲“丸岡ルネッサンスinTAKEDA”と銘打ち、川遊びなどかつての生

　活文化を体験した団員たち

親
丸岡文化少年団は、発足10周年を機に活動の幅

を広げようと、おおい文化少年団を招き、丸岡町竹

田地区で記念植樹や豊原遺跡散策などを行いました。

両団員や保護者ら約70人が自然に親しみながら、

かつての生活文化や歴史を体感。心の交流も広めま

した。同団では、毎年7月第1土・日曜日に、同地区

で自然や生活文化体験活動を継続していく予定。

子でかつての生活文化を体感
“自然は僕らの学校” 

▲講習後、灯篭に刻まれた文字を実際に拓本する参加者

文 

地区内の石碑などの石造建築物に残る刻字を後世

に残そうと、みくに地区まちづくり協議会が拓本づ

くり講習会を実施しました。講師に三国町出身の上

山淳子さんを招き、協議会員や地元住民ら約20人が

地区内の金刀比羅神社で拓本技術を学習。同協議会

では今後、拓本したものをデジタルカメラで撮影して、

紙とデジタルデータの両方で保存していく予定。

化遺産を“形”で残そう
まち協が拓本づくり講習 7月11日（土）

7月4日（土）
5日（日）

▲自ら詩を朗読するなど、詩の“楽しみ方”を余すところなく語った

　井坂さん（右）

詩
みくに龍翔館の郷土史研究講座で、H氏賞や高見

順賞などを受賞している詩人の井坂洋子さんによる

講演が行われました。井坂さんは、自身の好きな詩

など8編を紹介。それぞれについて、表現技法や描

かれている背景、作者の人柄などに触れながら面白

みを語りました。聴講した約30人は、時折うなずき

ながら、詩の楽しみ方を感じ取っていました。

壇の第一人者から
市民が詩の醍醐味を学ぶ 7月12日（日）

▲高見順の詩５編を交代で朗読する土橋詩織さん（三国高校2年・

　左）と西真弓さん(同校1年)

郷
三国町出身の作家・高見順をしのぶ第25回「荒磯

忌」が荒磯遊歩道（同町米ケ脇）にある高見順文学

碑前などで営まれました。高見順の会が主催。ゆか

りのある約20人が参列し、同氏の遺徳をしのびま

した。生前の写真が飾られた碑に参列者が一人ずつ

献花した後、詩人の井坂洋子さんが「高見順賞の受

賞が縁で参加でき、嬉しい」とあいさつしました。

土が誇る作家
高見順の遺徳をしのぶ 7月12日（日）

▲歴史作家・築山桂さんによる講演を即座に要約し、スクリーンに

　表示

““
聞こえが不自由な人への情報伝達手段、要約筆記

を多くの人に知ってもらおうと、「文字もじフェスタ」

がハートピア春江で開かれました。県要約筆記サー

クル「フレンズ」の主催で、県内では初の試み。講演

やステージイベントでは、内容を即座に要約し文字

で表示する実演が行われました。来場者は、要約体

験などを通じて、より理解を深めていました。

約筆記”を知って！
文字もじフェスタを開催　7月12日（日）

 いし はら  かず なり

 たか み じゅん

じゅん こ

こ  と  ひ  ら

 い さか よう こ

あ り そ

 い さか よう こ

にし ま ゆみ

 つき やま けい

 ど ばし し おり

▲“行政と自治会の連携”をテーマに開催。市民から活発に意見が

　出された第1回懇談会

政に皆さんの声を！
懇談会で活発に意見交換 7月14日（火）市

市政運営に市民の声を取り入れようと、市長と市

民とが対話する集会「わがまち懇談会」がスタート

しました。第1回懇談会が、坂井町大関、兵庫、木部

地区の自治会長を対象に市多目的研修集会施設で開

かれ、約25人が参加。坂本市長ほか部長職以上12

人と活発に懇談しました。懇談会は市内を11ブロッ

クに分け、11月末までに市全域で開催します。

▲

うえ

やま
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フォーカス

まちの話題が満載の「フォーカス」は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai . lg. jp/ ）からもご覧

いただけます。ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

▲初会合では、一般公募2人を含める10人の委員に委嘱状を交付

▲協定書を手に握手を交わす中村会長（右）と市長

災
市と県造園協会は「災害時における応急対策業務

に関する協定」を結びました。災害時に市の要請に

基づき、人命救助のための障害物除去作業や道路・

河川の応急復旧作業などを行うというもの。締結式

が行われ、同協会の中村潤一会長と坂本市長が協定

を交わしました。同協定の締結により、災害時の応

急対策業務のさらなる充実が図られます。

害時の協力体制強化へ
県造園協会と協定 7月28日（火）

ま
市は、住民主体のまちづくりを進めるための仕組

みやルールを規定する「まちづくり条例」の制定に

向け、準備を進めています。この条例の素案作りに

市民の意見を取り入れようと「市まちづくり条例を

考える市民会議」を設置、初会合を市多目的研修集

会施設で開きました。作成した素案は、地域協議会

などの意見を集約した上で、議会に上程する予定です。

ちづくり条例に市民の声を
条例の制定に向け、始動 7月23日（木）

▲同実行委員会手作りのあんどんが踊り手を照らす中行われた総踊り ▲春江東小児童が見事な組体操を披露

▲夜まで続いたよさこいイッチョライ

▲今年初めて芝生広場にもステージが設置され、カ
　ラオケやダンスなどさまざまなイベントを実施

子 

「はるえイッチョライでんすけ祭り」がハートピア春江噴水広場

などで開催されました。25日には、太鼓の競演や舞踊、地元小中学

生によるパフォーマンスなどが披露され、詰め掛けた観衆の目を楽

しませました。春江の伝統芸能「はるえでんすけ」などを踊る総踊

りで、祭りは最高潮に。26日には、よさこいイッチョライの演舞が

繰り広げられました。

供に夢と希望と思い出を
市民の情熱が春江に舞う

7月25日（土）
26日（日）

なか むら じゅん いち

▲「夜更かしをせず、早起きして朝ごはんを食べましょう」とキャラ

　クターたちが指南

▲全国植樹祭でも共演した「トゥモロー」を一緒に歌い、気持ちを

　一つにするヒナさんと子供たち

惜
竹田小学校の児童と丸岡中学校竹田分校の生徒が

同校体育館で、三国町出身の歌手・ヒナタカコさん

と交流しました。来春の休校に向け、思い出作りと

記念の曲作りのための顔合わせ。歌詞のヒントにと、

竹田地区への思いを込めた“キーワード”を児童ら

からヒナさんへ贈ったり、一緒に歌ったりしながら、

曲作りへの互いの気持ちを一つにしていました。

別の曲作りに向け
交流会で心を一つに 7月17日（金）

規
生活習慣が乱れがちな夏休みを前に、規則正しい

生活の大切さを知ってもらおうと、「早寝早起き朝

ごはん」キャラバン隊が東十郷小学校を訪れました。

毎日の生活習慣を見つめなおし、改善するためのきっ

かけづくりにと、文部科学省の主催で実施。児童や

園児はキャラクターによる劇や展示パネルを通して、

楽しみながら学習していました。

則正しい生活の大切さ
劇を通して学ぶ　　　　　7月16日（木）

▲海面に顔をつけて観察する親子ら

三 

市と県海浜自然センターが主催する磯の生き物観

察会が、海浜自然公園前の通称「タノシリ海岸」で

行われました。市内外から児童や保護者約50人が

参加し、ウエットスーツに着替えて海岸へ。浅瀬内

を泳ぎ回って、ダイビングマスク越しに水中で観察

したり、かごに入れてじっくり眺めたりなど、思い

思いに磯の生き物との触れ合いを楽しみました。

国の海には生き物がいっぱい！
岩場で楽しい観察会 7月18日（土）

▲会議の冒頭では、相談員が市における多重債務者の状況を報告

各 

市は、多重債務問題の相談件数が増加しているこ

とを背景に、市の関係各課や外部団体で構成する「多

重債務者支援連絡協議会」を設置し、初会合を市多

目的研修集会施設で開きました。昨年一年間で26

件だった借金に関する相談件数が今年はすでに71

件（7月中旬まで）。協議会の設置による連携強化で、

一人でも多くの多重債務者の生活再建を図ります。

部署と連携し
多重債務者支援を強化 7月17日（金）



11 8月号広報 108月号広報

まちの話題をお届けします。

市役所からのホットなニュースとインフォメーション

市民の皆さんの生活に直結する制度や
イベントを紹介するコーナーです。

８月30日（日）は、第45回衆議院議員総選挙
および第21回最高裁判所裁判官国民審査の
投票日です

● 問い合わせ 市選挙管理委員会　50-3015

不
在
者
投
票
も
で
き
ま
す

　
次
に
該
当
す
る
人
は
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
事
前
に
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
な
ど

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

①
県
選
管
の
指
定
し
た
病
院
、
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
人

②
身
障
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳

の
所
持
者
で
障
害
の
程
度
が
特

に
重
い
人
、
介
護
保
険
法
に
よ

る
要
介
護
５
の
人
（
あ
ら
か
じ

め
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
郵

便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
い
る
、
自
署
で
き
る
人
に
限

り
ま
す
）

③
出
張
、
旅
行
な
ど
で
一
時
的
に

居
住
地
を
不
在
と
し
、
投
票
日

当
日
の
投
票
や
期
日
前
投
票
が

で
き
な
い
人

④
選
挙
日
当
日
に
20
歳
に
な
る
人

　（
期
日
前
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
）

　
②
に
該
当
す
る
人
は
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
必
ず
８
月
26
日
（
水
）

ま
で
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報

　
各
世
帯
に
８
月
25
日
（
火
）
か

ら
28
日
（
金
）
ま
で
に
配
布
し
ま
す
。

　
万
が
一
、
お
手
元
に
届
か
な
い

場
合
は
、
市
役
所
各
総
合
支
所
に

も
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

開
票

　
投
票
日
当
日
の
21
時
30
分
か
ら
、

坂
井
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

日
本
の
未
来
を
託
す
、
衆

議
院
議
員
を
選
出
す
る

大
切
な
選
挙
で
す
。
ま
た
、

私
た
ち
が
国
政
に
参
加
す
る
最
も

重
要
か
つ
基
本
的
な
機
会
で
す
。

　
明
る
い
選
挙
を
心
掛
け
、
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、必
ず
投
票
し
ま
し
ょ

う
。

投
票
日

　
８
月
30
日
（
日
）

投
票
で
き
る
人

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
人
が
、
投
票
で
き
ま
す
。

・
８
月
30
日
現
在
、
満
年
齢
20
年

に
達
し
て
い
る
人
（
平
成
元
年

８
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

・
８
月
17
日
現
在
、
引
き
続
き
３

カ
月
以
上
本
市
に
住
所
が
あ
る

人
（
５
月
17
日
ま
で
に
、
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
か
転
入
届
を

出
し
た
人
）

・
４
月
30
日
以
降
に
本
市
か
ら
他

の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
人
で
、

転
出
先
の
市
区
町
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

本
市
の
元
の
投
票
所
で
投
票
で

き
ま
す
。

投
票
所
入
場
券

　
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
形
式
）

は
、
郵
便
で
各
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
に
投
票
所
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

投
票
所

　
投
票
日
当
日
は
、
７
時
か
ら
20

時
ま
で
投
票
で
き
ま
す
。
投
票
の

際
に
は
、
投
票
所
入
場
券
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
投
票

所
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
の
際

に
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
所
は
、
左
表
の
と
お
り
。

　
８
月
12
日
以
降
に
市
内
で
転
居

さ
れ
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票
所

で
の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
方
法

　
今
回
の
選
挙
は
、「
小
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙
」
、
「
比
例
代
表
選
出

議
員
選
挙
」
、
「
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
」の
３
つ
の
投
票
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
投
票
の
際

に
は
投
票
用
紙
を
よ
く
確
か
め
て
、

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

消防と共同開発
ホース結束バンドを寄贈

7月13日

　丸岡町に製造工場をもつクラ

レファスニング（本社大阪市）

から、消火ホース用結束バンド

100本の寄贈がありました。

　同社が旧丸岡消防署と平成16

年から共同開発し、今年4月に

特許として認められたもの。面

ファスナーの採用により、従来

ゴムバンドで結束していたもの

より脱着が容易になり、有事の

際の活動が効率的に行えます。

　今後、現場の声を生かした商

品として、全国の消防署向けに

発売していくとのことです。

全国広報コンクール
広報さかいが全国入選

　広報さかいが福井県の審査を

経て県代表に推薦され、21年度

全国広報コンクールで入選に選

ばれました。

　対象は昨年の12月号で、地域

資源とそれを支える人の情熱、

それらが生み出す魅力や可能性

に迫った特集が評価されました。

日ごろからご愛読とご協力をい

ただく市民の皆さんのおかげだ

と心から感謝申し上げます。

　表彰は、9月に埼玉県で開催

される全国広報広聴研究大会で

行われます。

全国入選した広報さかい全国入選した広報さかい20年12月号全国入選した広報さかい20年12月号

バンドを寄贈する上山剛社長バンドを寄贈する上山剛社長
うえやまたけしうえやまたけし

投票区 投票所 ところ

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

三国南小学校

三国公民館

宿保育所

安島自治会館

梶漁村センター

加戸公民館

三国運動公園健康管理センター

新保公民館

臨海体育館

浜四郷公民館

三国木部公民館

鳴鹿ふるさと会館

磯部小学校

今市児童館

高椋東部公民館

丸岡今福体育館

高椋西部公民館

丸岡体育館

丸岡総合福祉保健センター（霞の郷）

竹田公民館

坪江地区児童館

春江児童館

坂井市役所春江庁舎

春江西公民館

ゆりの里公園（ユリーム春江）

春江東公民館

東十郷公民館

坂井町老人福祉センター

長屋児童館

大関友遊館

兵庫小学校

木部小学校

折戸集落生活改善センター

三国町山王1-1-50

三国町北本町2-1-33

三国町宿2-3-45

三国町安島27-64-1

三国町梶33-64-1

三国町加戸136-7-7

三国町運動公園1-4-1

三国町新保12-9

三国町米納津47-192

三国町下野58-16

三国町楽円30-1

丸岡町上金屋5-10-12

丸岡町上安田7-24

丸岡町今市16-11

丸岡町板倉45-47

丸岡町今福13-27

丸岡町舟寄110-15-1

丸岡町霞町3-1-2

丸岡町八ケ郷21-7-1

丸岡町山竹田119-3

丸岡町乗兼14-21

春江町江留上大和4-4

春江町随応寺17-10

春江町本堂22-15

春江町石塚21-2-3

春江町中筋24-6

坂井町長畑25-11-1

坂井町下新庄19-1

坂井町長屋33-4

坂井町東12-5-1

坂井町上兵庫65-5

坂井町高柳117-1

坂井町折戸32-37-2

今回のみ投票所が一部変更になります

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
期
日
前
投
票
を

　
投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用

事
が
あ
る
場
合
は
期
日
前
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
期
日
前
投
票
を
す
る
と
き
も
、

投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
投
票
所
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票
で
き

ま
す
の
で
、
投
票
の
際
に
係
員
に

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
の
投
票
期
間

　
８
月
19
日
（
水
）
〜
29
日
（
土
）

　
８
時
30
分
〜
20
時

期
日
前
投
票
所

　
下
図
の
と
お
り

NN

いねす

丸
岡
駅

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線

坂井中

坂井市坂井町下新庄1-1

坂井市多目的坂井市多目的坂井市多目的
研修集会施設研修集会施設研研 会施会施会施会施研修集会施設

嶺北丸岡嶺北丸岡丸丸丸丸嶺北丸岡
消防署消防署署署署署消防署

高椋公民館高椋公民館椋椋 民民民民高椋高椋高椋公民館

坂井市丸岡町西里丸岡12-21-1

坂井市役所本庁坂井市役所本庁役役役役坂井市役所本庁

坂井市多目的研修集会施設
66-1500

坂井市役所 丸岡庁舎
68-0800

N

三国神社

嶺北三国嶺北三国嶺嶺嶺北三国
消防署消防署消消 署署防署防署消防署市立三国病院市立三国病院市立三国病院

えちぜん鉄道

三国体育館三国体育館国国三国三国三国体育館

坂井西警察署坂井西警察署

三国社会
福祉センター
三国社会

福祉センター

坂井市役所
三国庁舎
坂井市役所
三国庁舎

533305

坂井市三国町中央一丁目5-1

坂井市役所 三国庁舎
82-3111

N

嶺北消防嶺北消防北北嶺嶺嶺北消防
本部本部本部

春江中

坂井市役所
春江庁舎

文化の森

嶺
北
縦
貫
道
路

民民中公中公中公中公春江中公民館春江中公民館春江中公民館

坂井市春江町随応寺17-10

坂井市役所 春江庁舎
51-1100

京福バス京福バスババ京京京京 ババ京福バス
ターミナルターミナルナナーーーー ナナルルターミナル

期日前投票所

・第18投票区
　　【前回まで】　　　　　【今回】
　　城のまち会館　　　　　丸岡体育館
・第19投票区
　　【前回まで】　　　　　【今回】
　　長畝小学校　　　　　　丸岡総合福祉センター
　　　　　　　　　　　　　（霞の郷）

丸岡庁舎
所所所所市役所市役所市役市役市役市役井市井市井市井市井市井市坂井坂井坂井坂井井井坂井市役坂井市役役役市市坂井市坂井市坂坂井井坂井市役所坂井市役所市市坂井市役所坂井市役所坂井市役所

丸岡庁舎
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市役所からのホットなニュースとインフォメーション

まちの話題をお届けします。

農業委員会会長に
友田氏

高額医療・高額介護合算療養費制度が
始まりました

● 問い合わせ 保険年金課　50-3031

「わいわe-ねっとさかい」を使った
ブログ講習会を開催

● 問い合わせ 情報政策課　50-3014

● 問い合わせ 農業委員会　50-3151

同
一
世
帯
内
に
介
護
保
険

の
受
給
者
が
い
る
場
合

に
、
１
年
間
（
毎
年
８

月
か
ら
翌
年
７
月
31
日
ま
で
）
に

か
か
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
の
合
算
額
の
う
ち
、

左
表
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
分
に
関
し
て
、
医
療
保
険
・
介

護
保
険
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
負
担
額

の
比
率
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続

　
受
給
す
る
に
は
、
７
月
31
日
時

点
で
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に

申
請
が
必
要
で
す
。

※
受
給
対
象
と
な
る
人
に
つ
い
て
は
、

12
月
ご
ろ
に
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す

　
詳
し
く
は
、
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
ま
た
は
保
険
年
金
課
ま
で
。

ブ
ロ
グ
を
始
め
た

い
け
れ
ど
ど
う

し
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
あ
な
た
。
地

域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
わ
い
わ
ｅ-

ね
っ

と
さ
か
い
」
を
使
っ
て
ブ
ロ

グ
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
わ
い
わ
ｅ-

ね
っ
と
さ
か

い
」
は
、
10
月
か
ら
の
本
格

稼
働
に
向
け
、
現
在
、
仮
運

用
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

　
第
１
回
　
８
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時

　
第
２
回
　
９
月
27
日（
日
）

　
　
　
　
　
14
時
〜
16
時

と
こ
ろ
　

　
高
椋
公
民
館
２
階

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
修
室

参
加
条
件

　
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
お
持
ち
の
人

※
当
日
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

必
要
に
な
り
ま
す

参
加
費

　
無
料

申
込
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
さ
か
い(s

n
s
@
s
a
k
a
i-

c
ity

.jp
)

ま
で
メ
ー
ル
で
申

し
込
み

※
本
文
に
住
所
、
氏
名
、
参

加
希
望
日
時
を
記
入

市に1000万円を寄付

● 問い合わせ 総務課　50-3010

ハ
―
ト
ピ
ア
春
江

の
音
響
設
備
の

充
実
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
西
畠
良
雄
さ

ん
（
春
江
町
江
留
上
日
の
出
）

か
ら
市
に
対
し
、
一
千
万
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
西
畠
さ
ん
は
、
県
視
聴
覚

行
政
の
第
一
人
者
で
も
あ
り
、

ハ
ー
ト
ピ
ア
春
江
の
建
設
準

備
室
長
や
初
代
館
長
も
務
め

ま
し
た
。

第7分団が準優勝 7月18日

　県消防学校で県消防操法大会

が開かれ、代表として出場した

坂井消防団第7分団が、ポンプ

車操法の部で準優勝に輝きました。

報告のため団員が市役所を訪れ、

「5月からの猛練習のかいがあ

りました。“頼れる消防団”とし

て、今後も地域のために頑張り

ます」と話していました。

準優勝した坂井第7分団の精鋭たち（分団の精鋭たち（7月21日）準優勝した坂井第7分団の精鋭たち（7月21日）

白いポストを寄贈 7月21日

　青少年育成坂井市民会議から

市愛護センターへ、青少年に有

害な図書などを回収するための

白いポストが寄贈されました。

春江中公民館敷地内に設置。市

内の白いポストは計8基になり

ました。愛護センターは今後も

同会議と連携し、一層の環境浄

化を目指していきます。

寄贈する前田彰夫会長（右）寄贈する前田彰夫会長（右）寄贈する前田彰夫会長（右）

感謝状を手にする柚木さん感謝状を手にする柚木さん感謝状を手にする柚木さん

当
選
後
初
の
総
会
が

７
月
15
日
（
水
）
に

市
多
目
的
研
修
集

会
施
設
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
会
長
と
会
長
職
務
代
理
者
の

選
出
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会
長

　
友
田
　
直
典

（
64
歳
・
坂
井
町
上
関
）

会
長
職
務
代
理
者

　
篤
田
　
雅
男

（
56
歳
・
三
国
町
米
納
津
）

　
ま
た
、
議
会
と
農
協
、
土
地

改
良
の
選
出
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

<

議
会>

　
上
田
　
君
子

（
52
歳
・
丸
岡
町
千
田
）

　
片
岡
　
喜
美
子

（
67
歳
・
春
江
町
針
原
）

　
寺
澤
　
由
紀
子

（
60
歳
・
坂
井
町
下
兵
庫
）

　
村
上
　
幸
子

（
47
歳
・
三
国
町
米
納
津
）

<

農
協>

　
石
田
　
茂
男

（
63
歳
・
丸
岡
町
舟
寄
２
区
）

　
前
川
　
孝
一

（
71
歳
・
春
江
町
石
仏
）

<

土
地
改
良>

　
木
村
　
　

　
　
（
65
歳
・
坂
井
町
宮
領
）

と
も
　
だ
　
　  

た
だ 

の
り

と
く
　
だ
　
　
　
ま
さ  

お

う
え  

だ
　
　
　
き
み  

こ

か
た
お
か
　
　
　
き
　 

み
　 

こ

て
ら
ざ
わ
　
　
　 

ゆ
　
き
　
こ

む
ら
か
み
　
　  

さ
ち  

こ

い
し  

だ
　
　
　
し
げ  

お

ま
え
が
わ
　
　  

こ
う
い
ち

  

き 

む
ら
　
　
つ
よ
し

■年齢・所得ごとの自己負担限度額（８月から翌７月）

※平成20年4月から7月までの分は、平成20年8月から翌7月までの分と合算して
　（　）内の限度額を適用する場合があります

所得区分
70歳未満の人が

いる世帯
70歳以上75歳未満
の人がいる世帯

75歳以上の人が
いる世帯

一般 67万円（89万円） 56万円（75万円） 56万円（75万円）

上位所得者（現役並み所得者） 126万円（168万円） 67万円（89万円） 67万円（89万円）

　　　　低所得者Ⅱ 
34万円（45万円）

 31万円（41万円） 31万円（41万円）

　　　　低所得者Ⅰ   19万円（25万円） 19万円（25万円）

このように負担が軽減されます！

■夫婦二人世帯の例（ともに74歳・市民税非課税）

一年間で、夫が医療保険で30万円、妻が介護保険で30万円を
支払った場合（合算した自己負担額が60万円）

これからは、
年額60万円を支払った後、支給申請すると
限度額（31万円）を超えた金額（29万円）を支給します

From市長では、市長から市民の皆さんへ市政についてのメッセージを
ご紹介します。また、７月13日（月）に開かれた定例記者会見の模様は
市のホームページからご覧いただけます。

　
議
会
臨
時
会
が
７
月
24
日（
金
）に
開
か
れ
、坂
本
市
長
は

経
済
危
機
対
策
な
ど
の
補
正
予
算
を
提
案
し
ま
し
た
。

国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し

地
域
活
性
化
と
雇
用
創
出

補
正
総
額
９
億
９
６
０
０
万
円

　
経
済
危
機
対
策
と
し
て
国
が

設
け
て
い
る「
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
」

と
県
の「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨

時
特
例
基
金
事
業
」を
活
用
し
た

補
正
予
算
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
中
小

企
業
支
援
事
業
に
８
４
５
０
万
円
、

小
中
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境

整
備
事
業
に
２
億
１
２
９
５
万
円
、

安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

２
７
４
万
円
、
公
共
下
水
道
工

事
に
２
億
７
０
０
０
万
円
な
ど

で
す
。

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

6億9,453万円
（314億550万円）

―
（82億7,562万円）

3億107万円
（130億2,870万円）

9億9,560万円
（527億981万円）

7月補正予算
（ ）内は補正後の額※千円以下は四捨五入

市民税
非課税

▲市長から西畠さん（右）に感謝状を贈呈

に
し 

は
た 

よ
し  

お

ゆのき  しんいち

柚木さんに感謝状 7月21日
　中部管区警備

局は、柚木進一

さん（三国町米

ケ脇）に感謝状

を贈りました。

重油流出事故の

際、ボランティ

アの宿泊場所を

手配したり、漂流船を発見して

即座に通報したりした功績をた

たえたもの。市役所を訪れた柚

木さんは「今後も沿岸警備に努

めたい」と話していました。

まえまえ だ あき  おまえ だ あき  お
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● 問い合わせ 健康長寿課　50-3040

新型インフルエンザの対応が変わります

９
月
か
ら
、
各
地
区
で

の
検
診
車
に
よ
る
集

団
検
診
に
加
え
、
医

療
機
関
で
の
個
別
検
診
（
子
宮

が
ん
・
乳
が
ん
）
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
集
団
検
診
で
は
肺
が

ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

検
診
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
な
ら
加
入
す
る
保
険
に

か
か
わ
り
な
く
受
診
で
き
ま
す

の
で
、
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確

認
し
、
都
合
の
い
い
日
程
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

● 問い合わせ 健康長寿課　50-3040

２年に一度は必ず検診を！
９月から子宮がん・乳がん個別検診が始まります

追加募集します！
木造住宅の耐震改修費補助

● 問い合わせ 建築住宅課　50-3052

● 問い合わせ 建築住宅課　50-3052

追加募集します！
木造住宅の耐震診断費等補助

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
感
染
予
防
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、

県
対
策
本
部
で
の
協
議
を
踏
ま

え
て
、
７
月
24
日
か
ら
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
を
次

の
と
お
り
と
し
ま
し
た
。

■
医
療
機
関
で
の
診
察
に
つ
い
て

　
原
則
、
す
べ
て
の
医
療
機
関
・

診
療
所
で
の
受
診
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　
受
診
の
際
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
医
療
機
関
・
診
療
所
に
電
話

連
絡
し
、
医
師
の
指
示
に
従
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
マ
ス

ク
の
着
用
、
受
付
時
間
の
指
示

な
ど
）

　
ま
た
、
処
方
せ
ん
に
よ
る
治

療
薬
を
受
け
取
る
際
に
も
、
事

前
に
薬
局
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※
専
門
外
来
な
ど
一
部
の
医
療

機
関
、
診
療
所
で
は
受
診
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

■
電
話
相
談
対
応
に
つ
い
て

　
か
か
り
つ
け
医
の
な
い
人
や

自
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

（
坂
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
健
康
長
寿
課
で
も
電

話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
時
間
　

　
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
30
分

■
感
染
拡
大
の
防
止
に
つ
い
て

　
感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
咳

を
す
る
と
き
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
、

手
洗
い
、
う
が
い
の
徹
底
な
ど

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■
感
染
者
の
療
養
に
つ
い
て

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
者
は
、
原
則
と
し
て
自
宅
療

養
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
基

礎
疾
患
を
有
す
る
人
が
感
染
し

た
場
合
は
、
医
師
と
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

■
引
き
続
き
情
報
の
確
認
を

　
国
、
県
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
引

き
続
き
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
関
す
る
情
報
を
確
認
し
、
十

分
注
意
し
て
冷
静
な
行
動
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

対　象　者

内　　容

検　診　料

そ　の　他

検診期間

検診場所

申込期間

申込方法

申込窓口

子宮がん個別検診 乳がん個別検診

市内の20歳以上の女性

子宮頚部の細胞診・内診

医師の判断で、子宮体部検診も実施

（その場合、検診料に800円追加）

市内の40歳以上の女性

視触診・マンモグラフィー検査

必ず視触診検査と

マンモグラフィー検査は

同時に受診してください

1,700円（70歳以上の人は500円）

9月1日（火）～12月18日（金）

県内の登録医療機関

9月1日（火）～11月30日（月）

下記窓口で受診券を購入し、

登録医療機関の中から希望する医療機関で受診

・三国総合支所福祉課　　82-8903

・丸岡保健センター　　　68-5051

・春江保健センター　　　51-9404

・坂井健康センター　　　50-3040

市
は
、
県
と
連
携
し
て
、

木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
希
望
者
に
改
修
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

①
木
造
住
宅
（
市
内
）
の
所
有

者
②
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
補
強

プ
ラ
ン
を
作
成
済
み
の
人

③
本
年
度
中
（
22
年
３
月
31
日

ま
で
）
に
耐
震
改
修
工
事
を

完
了
す
る
見
込
み
の
人

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
と
な
る
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

市
内
で
着
工
さ
れ
た
一
戸
建

て
木
造
住
宅

②
耐
震
診
断
の
結
果
、
積
雪
を

考
慮
し
た
場
合
の
診
断
評
点
が

１
・
０
未
満
の
木
造
住
宅

対
象
と
な
る
改
修
工
事

①
積
雪
を
考
慮
し
な
い
場
合
の

改
修
後
の
診
断
評
点
を
１
・

０
以
上
と
す
る
改
修
工
事

②
積
雪
を
考
慮
し
な
い
場
合
に

診
断
評
点
が
１
・
０
以
上
と

な
る
場
合
は
、
積
雪
を
考
慮

し
た
場
合
の
診
断
評
点
を
１
・

０
以
上
に
す
る
改
修
工
事

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

・
改
修
工
事
の
基
と
な
る
耐
震

補
強
プ
ラ
ン
は
、
県
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
が
作
成
し
、

県
木
造
住
宅
耐
震
促
進
協
議

会
の
判
定
を
受
け
た
も
の
に

限
り
ま
す
。

・
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
が

工
事
監
理
を
行
う
こ
と
が
必

須
と
な
り
ま
す
。

・
補
強
工
事
と
同
時
に
行
う
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
は
、
補
助
の

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額

　
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の

３
分
の
２
以
内
（
60
万
円
ま
で
）

募
集
件
数

　
２
件

※
先
着
順
。
件
数
に
達
し
次
第

締
め
切
り
ま
す

申
込
方
法

　
建
築
住
宅
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
書
類
を
添
え
、
左
記
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
い
た
だ
い
た
申
請
書
な

ど
は
、
返
却
で
き
ま
せ
ん

提
出
先

　
建
築
住
宅
課

市
は
、
国
、
県
と
連
携
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
な
ど

（
耐
震
診
断
お
よ
び
補
強
プ
ラ
ン
の
作
成
）
を
希
望
す
る

人
に
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
住
宅

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

市
内
で
着
工
し
た
在
来
工
法
ま

た
は
枠
組
壁
工
法
に
よ
る
一
戸

建
て
木
造
住
宅
（
店
舗
な
ど
と

併
用
し
て
い
る
住
宅
は
、
延
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅

の
用
途
で
あ
る
こ
と
）

募
集
件
数

　
耐
震
診
断
＋
補
強
プ
ラ
ン
作
成

４
件

　
補
強
プ
ラ
ン
の
み
　
　
４
件

※
先
着
順
。
件
数
に
達
し
次
第

終
了
と
な
り
ま
す

申
込
方
法

　
建
築
住
宅
課
に
あ
る
申
込
書

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
左
記

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先

　
建
築
住
宅
課

補助の内容

Ⅰ．耐震診断（一般診断法）
　　診断費用3万円／件のうち2万7000円を助成

Ⅱ．補強プラン作成
　　耐震診断結果に基づき、作成する補強プラン

の計画作成費用3万円／件のうち2万7000円

を助成

＜注意＞

①新規の耐震診断の申込者の個人負担額は、Ⅰと

Ⅱを併せた6000円です。ただし、耐震診断の結果、

補強の必要のない場合は診断のみで、3000円

は返金します。

②過去に本市の木造住宅耐震診断等促進事業に

よる耐震診断を受けた住宅で、補強プラン作成

を希望する場合は、補強プランのみの申し込み

を受け付けます。その際、この要綱に基づいて行っ

た耐震診断の報告書などの写しを添付してく

ださい。

けい

電
話
相
談
窓
口

発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー

（
坂
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

73
｜
０
６
０
０

受
付
時
間

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
30
分
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● 問い合わせ
　児童家庭課　50-3042（児童扶養手当、児童手当、
 医療費助成について）
　社会福祉課　50-3041（特別児童扶養手当について）

子育てを応援します！

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
経
済
的
な
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

■
児
童
手
当

　
小
学
６
年
生
ま
で
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。（
※
所
得
制
限
あ
り
）

手
当
の
額

<
第
１･

２
子>

　

　
３
歳
未
満
の
場
合

　
　
月
額 
１
０，
０
０
０
円

　
３
歳
以
上
の
場
合

　
　
月
額
５，
０
０
０
円

<

第
３
子
以
降>

　
月
額
１
０，
０
０
０
円

手
当
の
支
給

　
10
月
・
２
月
・
６
月
の
３
回

■
乳
幼
児
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

の
医
療
費
を
助
成

　
病
院
な
ど
で
受
診
し
た
場
合
、

受
給
者
資
格
証
を
提
示
し
、
一
部

負
担
金
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
支
払
い
後
、
医
療
機
関
か
ら
の

報
告
に
基
づ
い
て
約
２
カ
月
後
に

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

対
　
象

○
乳
幼
児
…
出
生
日
ま
た
は
転
入

日
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

○
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
…
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
20
歳
未
満
の
子
を
持
ち
、
次

の
要
件
に
該
当
す
る
人
（
所
得

制
限
あ
り
）

・
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭

・
か
つ
て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ

て
、
現
在
一
人
暮
ら
し
で
75
歳

未
満
の
寡
婦

■
児
童
扶
養
手
当

　
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
児
童
（
心
身

に
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
、
母
（
父
が
法

に
定
め
る
障
害
の
あ
る
場
合
も
含

む
）
や
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
児
童

・
父
母
が
離
婚
し
、
父
親
と
別
れ

て
生
活
し
て
い
る

・
父
が
死
亡
し
て
い
る

・
父
が
重
度
の
障
害
を
有
す
る

・
父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
・
父
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る

・
父
が
生
死
不
明
で
あ
る 

・
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た

※
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る
場
合
や

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合

は
、
手
当
の
一
部
減
額
や
手
当

て
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
の
額
（
児
童
一
人
に
つ
き
）

全
部
支
給
の
場
合

　
月
額
４
１，
７
２
０
円

一
部
支
給
の
場
合

　
月
額
４
１，
７
１
０
円

　
　
　
　
　
〜
９，
８
５
０
円

　
ま
た
、
第
２
子
は
月
額
５
０
０

０
円
、
第
３
子
以
降
は
月
額
３
０

０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
始
め
て

５
年
（
ま
た
は
支
給
事
由
発
生

か
ら
７
年
）
を
超
え
る
人
は
、

児
童
扶
養
手
当
の
２
分
の
１
が

支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。
対
象

者
に
は
、
事
前
に
通
知
を
送
付
。

必
要
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

前
期
の
手
当
額
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

手
当
の
支
給

　
12
月
・
４
月
・
８
月
の
３
回

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身

体
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
家
庭
で

養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
児
童
が
障
害
を
事
由
に
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
や
、

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
※
所
得
制
限
あ
り
）

対
象
と
な
る
児
童

<

１
級>

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
程

度
の
身
体
障
害
者

・
療
育
手
帳
判
定
が
Ａ
程
度
の
知

的
障
害

<

２
級>

・
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
程
度
の

身
体
障
害

・
日
常
生
活
が
著
し
く
制
限
を
受

け
る
程
度
の
知
的
障
害
・
精
神

障
害

手
当
の
額

　
１
級
　
５
０，
７
５
０
円

　
２
級
　
３
３，
８
０
０
円

手
当
の
支
給

　
11
月
・
４
月
・
８
月
の
３
回

坂

「坂井地区障害者福祉ガイドブック」
記載内容の訂正について

● 問い合わせ 社会福祉課　50-3041

井
地
区
障
害
者
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
、
５
月

上
旬
に
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
お
よ
び
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持

し
て
い
る
人
に
配
布
し
ま
し
た
。

　
冊
子
は
、
坂
井
地
区
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
の
紹
介
を
中

心
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

の
説
明
や
相
談
、
申
請
の
窓
口
な

ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
障
害
者
福
祉
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
11
ペ
ー
ジ「
自
動
車
運
転
免

許
取
得
費
」の
助
成
内
容
に
つ
い
て
、

訂
正
す
べ
き
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
誤
り
の
な
い
よ
う
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

事業展開中の会長にズバリ聞く！！

【東十郷地区の紹介】

市役所などの官公庁や

学校、金融機関や大型量

販店などがそろい、暮ら

しやすい地域です。30

自治会で構成。市の中心

部としての意識や連帯

感の醸成を目指してい

ます。

　
最
終
回
は
「
東
十
郷
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
つ
い
て
、
会
長
か
ら

伺
い
ま
し
た
。

田中　哲治　会長
 た  なか　  てつ  じ

■
で
き
る
こ
と
か
ら
楽
し
ん
で
■

　
ま
ち
づ
く
り
に
親
し
み
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、
豊
か
な
水
の

由
縁
を
描
い
た
十
郷
用
水
伝
説

に
ち
な
み
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
鹿
を
ま
ち
づ
く
り
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
。
公
募
に
よ
り
「
ご

う
ち
ゃ
ん
」
と
命
名
し
、
行
事

な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
や
伝
統
行
事
、

地
域
の
美
化
な
ど
、
一
人
一
人

が
で
き
る
こ
と
か
ら
楽
し
ん
で

参
加
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
駅
舎
を
核
に
活
性
化
を
■

　
地
元
有
志
で
開
き
好
評
を
得

て
い
た
「
駅
舎
で
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
引
き
継
ぐ
な
ど
、
市
の
玄
関

口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
丸
岡
駅
周
辺
の

活
性
化
を
ま
ち
協
と
し
て
の
重

点
事
業
に
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
防
犯
隊
や
青
少
年
育

成
坂
井
市
民
会
議
な
ど
と
連
携

し
た
事
業
も
展
開
。
人
の
輪
の

広
が
り
が
住
み
よ
い
ま
ち
を
作

る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲駅舎内にはギャラリーを開設

動き出したまちづくり協議会
駅を中心に　誰からも愛されるまちに 東十郷まちづくり協議会（20年10月25日発足）

23

「
児
童
扶
養
手
当
」と

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

の
現
況
届
を
お
忘
れ

な
く
！

　
８
月
は
「
児
童
扶
養
手
当
」

と
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
の

現
況
届
の
提
出
月
で
す
。

　
届
け
出
が
な
い
と
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
給
資
格
者
に
は
案
内
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

訂 正 前

訂 正 後

●自動車運転免許取得費

　障害者手帳を交付されている方が就労などの社会参加をするため、

普通自動車運転免許を取得する場合に、要した費用のうち100,000

円を限度に助成します。（所得制限有）

　　しょうがいしゃ  て  ちょう　　こう  ふ　　　　　　　　　　　　 かた　　しゅうろう　　　　　　　しゃ かいさん　か

  ふ　つう  じ　どう しゃ うん てん めんきょ　　  しゅ とく　　　　　  ば  あい　　　　  よう　　　　　  ひ   よう

 えん　　 げん  ど　　　じょ せい　　　　　　　　　　 しょとく せい げん あり

じ どうしゃうんてんめんきょしゅとく ひ

●自動車運転免許取得費

　身体障害者手帳（1級から4級）を交付されている方が就労などの

社会参加のため、普通自動車運転免許を取得する場合に、要した費

用のうち3分の2以内の額（100,000円を限度）を助成します。必ず

事前申請してください。

　　 しんたいしょうがいしゃ  て  ちょう　　  きゅう　　　　　きゅう　　　　 こう  ふ　　　　　　　　　　　　かた　　しゅうろう

しゃ かいさん　か　　　　　　　　　　 ふ　つう  じ　どう しゃ うん てん めんきょ　　 しゅ とく　　　　　  ば  あい　　　　  よう　　　　　  ひ

 よう　　　　　　　　 ぶん　　　　  い  ない　　 がく　　　　　　　　　　　えん　　  げん　ど　　　　　じょ せい　　　　　　　　　かなら

  じ  ぜん しん せい

じ どうしゃうんてんめんきょしゅとく ひ

▲　まちづくり
意識を根付かせ
ようと、各自治
会に設置して
いる看板

▲
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10月11日(日)に開催する
丸岡古城まつりに参加・
出店しませんか

◆姫役を募集

　　きらびやかな

時代衣装を身に

まとい、百万石

パレードなどの

イベントに花を

添えてくれる人を募集します。

対　象　市内在住の18歳以

上の女性

定　員　3人（応募者多数の

場合は抽選）

申込方法　下記へ電話かFAX

申込締切　8月31日(月)

◆模擬店出店者を募集

　メーン会場付近に出店する

模擬店（飲食店、フリーマー

ケットなど）を募集します。

詳細については、下記までお

問い合わせください。

※9月中旬に出店者説明会を

　予定

ところ　丸岡町谷町、本町通り

　　　　（古城まつり会場）

申込方法　出店団体(個人名)、

代表者名、電話番号

を記載して下記まで

FAX（様式自由、

応募者多数の場合は

抽選）

申込締切　8月31日(月)

　丸岡古城まつり実行委員会

　（丸岡総合支所地域課内）

　　68-0801　67-0094

空からの眺めは格別！
セスナ機に乗ってみませんか

 福井空港では、「福井空港スカ

イフェス2009」でセスナ機体験

搭乗を行います。

と　き　9月27日(日)

　　　　①8:45～10:20、

　　　　②14:00～14:55

　　　　※時間指定はできません

ところ　福井空港

定　員　48人（応募者多数の場

合は抽選）

申込方法　往復はがきに応募者全

員の氏名、住所、年齢、

代表者の電話番号、返

信面にあて先を書いて

下記まで応募(一人一

通のみ、一通で3人ま

で応募できます)

　　　　※重複は無効

申込締切　８月25日(火)必着

その他　結果は9月15日ごろ、

応募者全員に通知

福井空港事務所内「セスナ機

体験搭乗係」　51-4066

　〒919-0412春江町江留中50-1-2

坂井市にお帰りなさい！
「ふるさと納税制度」で
故郷を応援しませんか

　県や市では、ふるさと納税制

度による寄付の申し込みを受け

付けています。

相談窓口
　企画課および

　　　　各総合支所地域課

　ふるさと納税制度とは、皆さ

んの「ふるさと」に対して貢献

したい、応援したいという思い

を寄付金でお寄せいただいた場

合、個人住民税などが軽減され

る制度です。

　市に帰省された際は、ぜひふ

るさと納税制度をご利用いただ

き、故郷を応援してください。

　企画課　50-3013

市シルバー人材センターでは
ハチの駆除を始めました

　防護服を着用し、専用薬剤に

よる駆除を行います。

　料金など詳しくは、下記まで

お問い合わせください。

　(社)市シルバー人材センター

　　51-6680

8月は
「電気使用安全月間」です

　自宅や店舗

の電気事故は

日頃のチェッ

クで未然に防

ぎ、安全な電

気使用に努め

ましょう。

　（財）北陸電気保安協会

　福井支部　24-5513

定額給付金
申請は9月24日(木)まで

 申請期限を過ぎると、定額給

付金の給付を辞退したものとみ

なされ、受け取ることができな

くなります。

　市で給付申請を受け付けるの

は、平成21年2月1日現在で次

のいずれかに該当する人です。

①市の住民基本台帳に記録され

ている人

②市で外国人登録されている人

(短期滞在者などは除く)

　申請がまだの人は早めの手続

きをお願いします。なお、申請

書が届いていない場合は、下記

までご連絡ください。

受付日　9月24日(木)までの平

日9:00～17:00

ところ　各総合支所地域課

持参物　・申請書（3月に郵送

済み）

・本人確認書類

・振込口座の通帳

・印鑑

　総務課　50-3010

三国町加戸地区で
有害鳥獣駆除を実施

　当日の午前7時ごろまでの農

作業や散歩は、事故防止のため

控えるなどのご協力をお願いし

ます。

と　き　8月22日(土)、29日(土)、

9月5日(土)の5:00～

7:00

※今年度の有害鳥獣駆除は今回

をもって終了です。

　三国総合支所産業課

　　82-8904

秋のスポーツ教室
参加者募集

 市体育協会ではスポーツ教室

を開講しています。

【三国新体操教室】

と　き　9月2日(水)から毎週水

曜日18:00～19:00

　　　　(全8回)

ところ　三国体育館第2競技場

対　象　4歳から中学生までの

女子

受講料　4回ごとに2,000円

　三国体育館　82-4686

【春江新体操教室】

と　き　9月4日(金)から毎週金

曜日18:00～19:00

　　　　(全8回)

ところ　春江体育館

対　象　4歳から小学生までの

女子

受講料　4回ごとに2,000円

　春江体育館　51-4242

※丸岡体育館では、通年にわた

り各種教室を開講しています。

詳しくはお問い合せください

　丸岡体育館　66-8920

青少年育成坂井市民会議
賛助会員を募集

　当会議では、青少年の健全育

成に資する活発な事業活動を展

開するため、今年から賛助会員

を募集しています。

　当会議の目的に賛同していた

だける人の申し込みをお待ちし

ています。詳細については下記

まで。

【賛助金納付額】

個人　　　一口1,000円(年額)

企業など　一口3,000円(年額)

　青少年育成坂井市民会議事務局

　（生涯学習課内）　50-3162

丸岡城の写真を
応募しませんか

　島根県松江市で開催される、

「松江開府400年祭」。その写

真コンテストに丸岡城・城下町

の写真を応募しませんか。

　詳しくは下記まで。

　松江開府400年祭推進協議会

　事務局　0852-32-0400

http://www.matsue400.jp/?contest

市からのお知らせのほか、県や国などの情報を紹介するコーナーです。

お知らせ
information

問

問

問

問

問

問

暑い夏にピッタリ！

　ジャガイモのことをフランス語で「ポム・ド・テール」（大

地のリンゴ）と言い、ビタミンやミネラルを豊富に含んで

います。特に、美肌効果のあるビタミンＣや夏に不足しが

ちなカリウムは、でんぷんに保護されているため壊れにく

いのが特徴。夏、食欲のないときに、冷たいスープでジャ

ガイモの栄養素を丸ごとゲットしましょう。

　　　　　  　　　　　　　　　　　健康長寿課　 50-3040

食卓に

もう一
品！

エネルギー 229kcal
タンパク質 6.5ｇ
脂質 15.3ｇ
糖質 15.0ｇ
ビタミンC 4mg 

ジャガイモ 2個
タマネギ（みじん切り） 1/2個
あさつき（小口切り） 2本
白ネギ（小口切り） 1/2本
ロースハム（5　角切り） 1枚
ブイヨン 2カップ
牛乳 2カップ
塩・こしょう 少々
生クリーム 1/2カップ
バター 30ｇ

① ジャガイモは皮をむいて薄切りにし、水でさら
して水気を切る。

② 鍋にバターを溶かし、タマネギと白ネギを焦が
さないようにしんなりするまで炒め、①を加え
てさらに炒める。

③ ②にブイヨンを注ぎ、煮立ったらアクを取り除
き、材料が軟らかくなるまで煮る。

④ ③のあら熱を取り、ミキサーにかけてなめらか
につぶす。

⑤ ④をボールに取り、牛乳を加え塩・こしょうで
味を整え、冷蔵庫で冷やす。

⑥ 食べる直前に生クリームを加えて混ぜ、注ぎ分
けてから、あさつきとロースハムを散らす。

ジャガイモの冷たいスープ
三国地区食生活改善推進員

食生活改善推進員の

かんたん料理レシピ

作り方

栄養成分／1人分

問

問

問

問

問

問

問

材料／4人分

ミリ

募集
invite information
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■8月30日(日)
シンポジウム「三國湊魅力再発見」
～湊町の風景が教えてくれるもの～
　開　演 14:00～
　講　演　アートディレクター

戸田正寿
　　　　　東京大学教授 西村幸夫
■9月5日(土)
・三国節名人戦　
　予　選　10:00～
　本　選　13:00～
・芸能交流
　「北前船湊々物語」
　開　演　14:00～
　出　演　戸田弓子　ほか
・三国節まち流し
　　　　　18:30～20:30
　みくに文化未来館を出発点に、
湊町約1�を踊り歩きます。
■9月6日(日)
「三國湊から発信する、活力ある若き歌声」
　開　演　 ～
　出　演　横田はるな、ヒナタカコ、
　　　　　 SingJ-Roy、三国中学校合唱部
■9月5日(土)・6日(日)
復活！商工祭
　開　場　10:00～
　全国各北前船寄港地と地元三
国の大物産展を開催。タイムセー
ルや抽選会もあります。

はるえ図書館で
各種イベント開催

精神保健福祉ボランティア
無料講座を開催

　講義や見学実習を通して、精

神保健福祉に関する知識を深め、

支援活動を体験し、精神障害者

を理解しましょう。

と　き 9月2日(水)～10月7日(水)

の期間内全6回

ところ　坂井健康福祉センター

(あわら市春宮2丁目

21-17)

※病院での見学実習あり

対象者　精神保健福祉に関心の

ある人

募集人数 20人程度

申込方法　下記まで電話

申込締切 8月28日(金)

　坂井健康福祉センター

73-0600 73-0763

第2回人づくり・まちづくり講座
今回は「食と健康」
～健康寿命を延ばす食事～

　栄養学の面から健康増進や病

気予防の効果が確認されている

研究結果を紹介します。

　健康で長生きするために、い

つもの食事について考えてみま

せんか。

と　き 8月29日(土)

13:30～15:00

ところ 春江中公民館1階ホール

講　師 仁愛女子短期大学准教授

牧野　みゆき氏

受講料　無料

定　員 200人(先着)

申込方法　電話、FAX、メールで

下記まで申し込み

　生涯学習課 50-3162

第30回中野重治を偲ぶつどい
「くちなし忌」を開催

と　き 8月22日(土)

13:30～献花、詩の朗読

14:30～記念講演

ところ 中野重治生家跡(献花

ほか)、霞の郷(講演)

演　題　「中野重治とハイネ」

講　師　金沢大学名誉教授

　　　　丸山　珪一氏

　まるおか図書館 67 1500

「三國北前ストリーム2009」
開催！

　北前船の寄港地として繁栄し

た三国町。その歴史・文化・町

並み・物産を余すところなく堪

能しましょう。

三國北前ストリーム実行委員会

82-0160

第3回現代美術ジュニアセミナー展

小学生たちが全10回のセミナー

に取り組み、その成果を発表す

る展覧会です。

　体中を思い切り使って、心を

自由に遊ばせて表現した、小さ

なアーティストたちの楽しい作

品がいっぱいです。ぜひご来場

ください。

開催期間 8月30日(日)までの金・

土・日曜日

10:00～16:00

ところ ONOメモリアル

入館料　無料

　みくに龍翔館 82-5666

万華鏡をつくろう！
夏休み思い出工作教室

と　き 8月30日(日)10:30～

ところ まるおか図書館2階

　　　　会議室

対　象　小学生

定　員 40人(先着)

申込方法　下記まで電話

　まるおか図書館　67-1500
問

問

問

問

認知症介護について
勉強しませんか？

　認知症について学び、語り合

い、相談し合える時間をもちま

せんか。

　経験談や意見交換会などを通

し、ともに歩む道を探ります。

仕事で携わる人、認知症につい

て知りたい・何かしたいと思う

人、どなたでも参加できます。

と　き 8月30日(日)

13:00～16:00

ところ　市多目的研修集会施設

　認知症の人と家族の会事務局

（特別用語老人ホーム白楽荘内）

　川嵜 82-1282

みどりの教室を開催
「木を伐って木を使おう」

　森林を育て、森林を元気にす

るためには、今、私たちが木を

切って木を使うことが大切です。

　一緒に森林を元気にする方法

を見つけませんか。

と　き 8月23日(日)

13:30～15:30

ところ　県総合グリーンセンター

緑の相談所　講堂

申込方法　当日受付（無料）

　県総合グリーンセンター

　緑化・技術指導課 67-0002

問

問
問

問

リサイクイクルクル
recycle information

ゆ
ず
り
ま
す

編み機(付属品付)、哺乳瓶消毒ケー
ス、温水ボイラー(小型給湯器)、
土鍋(大)、シングルベッド、電気
敷毛布、電気もちつき機、もち用
蒸し器、座椅子、スチール製机、鳥
のはく製、食器洗浄機

電動自転車、全自動洗濯機、三国
中学校制服・カバン・靴など一式(女
子用)、二段ベッド、レコード(レコー
ド盤なら何でもよい)、電気蓄音
機(蓄音機とラジオが兼用になっ
ているもの)、ぜんまい式蓄音機、
イーゼル(油絵作成のキャンパス
台)、子供用自転車(女子用、小3,４
年生用)、チャイルドシート(大)、
木綿の布(カスリ、大島、更紗)、東
十郷小学校制服(女子用、140
以上のもの)、東十郷小学校の昔
の体操服の半ズボン(130�以上
のもの)、大人用三輪車、ジュニア
シート、CDラジカセ、二層式洗濯
機、DVDプレイヤー、ベビーカー、
電子レンジ、子供用自転車(幼稚
園用、女子用)、子供用自転車(3歳
男子用)、アルカリイオン整水器、
平章小学校制服上下(女子、130 )、
平章小学校体操服(夏冬上下、
130 )、ベランダ用こいのぼり
(2�程度)、電気もちつき器、子供
用自転車(4歳女子用、ピンク)、ロッ
クミシン(2本立てから3本立て)、
職業用ミシン、丸ノコ、インパク
トドリル、糸ノコ盤、スライド丸
ノコ、電動ろくろ(陶芸用)、自転
車(20～24 )、大人用自転車、大
人用自転車(24　以上)、大人用自
転車(24～26 )、大人用自転車(男
性用)、大人用自転車(24　、男性用4 )、
圧力鍋

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

※掲載期間は６カ月

※無償の品物のみ取り扱います

申込方法　下記まで

市民生活課 50-3030問

開催開催
event information

かわ さきまき　の

なか　の しげ はる しの

まる やま けい いち

イン
チ

イ
チ

イ

イン
チ

セン
チ

セン

セン
チ

セン
チ

メ

8月19日(水)
9:00受付～15:00
定員 70人
※要申込。準備物が必要

ですのでお問い合わ
せください

8月22日(土)11:00～
※大型絵本やパネルシ

アター、腹話術など

8月30日(日)11:00～
※手作りパペットの楽

しい人形劇と腹話術
です

植物の
名前を
聞く会

「おはなし
でてこい」
夏休みス
ペシャル

「風工場
のわいわ
い劇場」

はるえ図書館 51-8810

き

と　だ
クタクタ

せいじゅ

と

戸戸
だ ゆみ

弓
こ

にしむら ゆき

幸幸
お

よこ た

ほにゅう

キロ

▲子供たちのユニークな作品が展示

三
國
漫
遊

※広報さかい６月号おしらせ版
　でお知らせした会場から変更
　になりました
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今月の
ハッピー
バースデー

おくやみ

三国町／

出丹保　はり 94 崎

山田　博子 60 森町

西浦　ヨシ子 92 鐘場

舛井　知敏 69 梶

矢代　伊都子 64 平山

荒河　末男 82 安島

一　捨三 95 新保

齊藤　みち子 93 松ケ下

戸成　千代 94 覚善

慈道　道與子 97 森町

朝倉　孝一 88 喜宝

宮川　義夫 81 平山

干場　幸 87 岩崎

山口　功 73 梶

本田　周作 82 上台

丸岡町／

松尾　末乃 95 北横地１区

塚谷　松子 83 与河

吉澤　マツノ 94 上谷

森　ヒメ子 97 高瀬

川上　タツ子 93 荒町

北川　矩央 27 今福

小林　晴恵 71 野中山王

下村　房枝 68 松川町

堤　幸子 76 女形谷

森下　美代子 87 新九頭竜１区

田中　忠　 77 里丸岡

上坂　光男 83 城北５区

“around35”の皆さんへ
「ザ・お見合い」参加者募集

　一日かけてのイベントで互

いの理解を深め、素敵な相手

を見つけませんか。

※詳しくはホームページ

（http://sakaiseinen.blog95.fc2.com/）まで

と　き　10月3日(土)9:30～20:00

ところ　ゆりの里公園

　　　　→（バスで移動）→

　　　　→ラポーゼかわだ

　　　　→ゆりの里公園

対象者　真剣に出会いを考える、

おおむね35歳の人

　　　　※男性は市内在住ま

たは勤務の人のみ

募集人数　男女35人ずつ

募集締切　9月11日(金)

　市商工会青年部事務局

　　66-3324

　　sakaiseinen@mail.goo.ne.jp

会員や初心者の人へ市将棋
連盟定例会を開催

　市将棋連盟では、本市、あ

わら市内の人を対象にした平

日の定例会を新設しました。

　将棋の魅力を知り、将棋を

楽しんでみませんか。参加は

無料です。お誘い合わせの上

ぜひご参加ください。

と　き　8月6日(木)から

　　　　毎週木曜日

　　　　13:00～21:00

ところ　兵庫公民館

　市将棋連盟　今井　66-5990

高齢者の皆さんへ
パソコンを始めませんか

　市民活動を応援するグルー

プ「ジー・アイ・カルチャー」は、

再就職向け・高齢者向けのパ

ソコン教室を開講します。1ク

ラス3～5人の少人数講座です。

　月・火曜日夜のコースも実施

中です。詳しくは下記まで。

と　き　毎週水・木曜日

　　　　9:30～11:30

ところ　ジー・アイ・カルチャー

　　　　（坂井町宮領58-20-3）

受講料　5,000円/月

※教材費約1,500円が

別途必要

　ジー・アイ・カルチャー

　　68-1101

市エスキーテニス協会
男女会員を募集

　生涯スポーツ、エスキーテニ

スで気持ちいい汗をかいてみ

ませんか。

　県内外で各種大会が開催され、

成績優秀者は段位、指導員・審

判員免許が取得できます。

　入会申し込みは下記まで。

　藤澤(丸岡・三国支部)

　　　　　　　　　66-3708

　坪内(春江支部)　51-0056

　伊藤(坂井支部)　72-2826

坂井将棋クラブ
土曜日将棋教室を開催

　毎月第1、第4土曜日に、初心

者を対象に将棋教室を開催し

ます。小学生からお年寄りまで

どなたでもご参加ください。将

棋ボランティアも募集中。

と　き　8月15日(土)、16日(日)、

22日(土)

以降毎月第1、第4土

曜日

　　　　13:00～15:00

ところ　兵庫公民館

年会費　一般　2,500円

　　　　学生　1,250円

　坂井将棋クラブ

　坂本　090-9767-2633

自分の身は自分で守ろう
「身のまもり方教室」

　不意に襲われた場合に、危害

から身を守る護身法を武道家

から学びませんか。

　併せて、健康の維持向上やお

互いの親睦にも努めます。詳細

は下記まで。

と　き　週1、2回(2時間程度)

ところ　市内各体育施設

対　象　・2時間程度の運動に

不自由を感じない

人

　　　　・女性、高齢者も可

　　　　・乳幼児同伴も可

※本教室は、武闘術を究めよう

というものではありません

　予防協会　長田　51-4742

市の
すがた

　清らかで豊富な水をた

たえた竹田川に、子供た

ちの明るい声がこだまする。

北陸地方もようやく梅雨

明け。水の冷たさと、透き

通って見える川底のゴロ

ゴロした石の感触を素足

に感じながら、子供たちは、

到来した夏を体いっぱい

楽しんでいた。

（丸岡町山竹田）

 人口    94,994人（＋　13、－198人）

 世帯数  29,424戸（＋　7、 ＋ 68戸） 

南谷 維人ちゃん
 （1歳・三国町ニュータウン黒目）
父：泰弘さん　母：京子さん

みなみ　や　　　ゆ　　と まつ　ばら　　は　　な

い　とう　　あや　な

伊藤 綾那ちゃん
（1歳・春江町本堂）

父：文朱さん　母：起世子さん

男　　  46,128人（＋ 12、－　54人）

女　　  48,866人（＋  　1、 －144人）

※（　）内は前月比、前年比

7月1日現在

お出かけ大好き♪お出かけ大好き♪
パパ、また連れてってねパパ、また連れてってね!!
お出かけ大好き♪
パパ、また連れてってね!!

長谷川翔太ちゃん
（1歳・坂井町朝日）
父：達也さん　母：真理さん

は　せ　がわ　しょう　　た

おじちゃま、ちーちゃんいつもありがとうおじちゃま、ちーちゃんいつもありがとう
これからも、よろしくねこれからも、よろしくね!!!!
おじちゃま、ちーちゃんいつもありがとう
これからも、よろしくね!!

毎日　兄ちゃんたちに囲まれて毎日　兄ちゃんたちに囲まれて
やんちゃしています。やんちゃしています。
毎日　兄ちゃんたちに囲まれて
やんちゃしています。

元気いっぱい
我が家のアイドル!!
元気いっぱい
我が家のアイドル!!

ほん　だ　　しん　ご

本田 真梧ちゃん
（1歳・丸岡町八ツ口）
父：真成さん　母：あゆみさん

兵庫のばあばと遊ぶの大好き
毎日ありがとう♪
兵庫のばあばと遊ぶの大好き
毎日ありがとう♪

おお　しも　　はる　か

大霜 遙香ちゃん
（3歳・丸岡町舟寄4区）
父：求己さん　母：綾子さん

歌と踊りが大好き！歌と踊りが大好き！
問

問

【今月の表紙】●清冽な流れに

さか　もと

問

名　前

6月21日から7月20日までの届け分（敬称略）

行政区年齢名　前 行政区年齢

小川　ツギオ 84 下久米田上

浅山　榮子 68 山竹田

金丸　秀雄 96 上富田

黒澤　邦夫 88 今福２区

谷川　まさ子 94 一本田福所

姉崎　彌三郎 76 西里丸岡１区

杉本　シトエ 92 西瓜屋３区

春江町／

伊藤　しづ子 88 千歩寺

鈴木　喜久子 74 江留中

西端　カツヱ 89 中庄

出倉　一行 88 江留上中央

橋　衛 50 中筋

坂井町／

橋　佐智子 73 上関

冨田　藤市 93 下兵庫

西川　和子 96 木部東

伊藤　ミサヲ 100 駅前

伊藤　勤 92 駅前

みんなの掲示板
The bulletin board of all市民の活動を応援するコーナーです。

問

問

いま　い なが　た

問
ふじ　さわ

つぼ　うち

　い　とう

松原 羽那ちゃん
（1歳・坂井町上新庄新町）
父：俊和さん　母：由佳さん

名前は全て人名漢字及び常用漢字で表記しています。

せいれつ

「みんなの掲示板」「今月のハッピーバー
スデー」掲載希望者を募集
　締め切りは、掲載希望月の前月5日
まで。希望者多数の場合は、掲載でき
ない場合があります。詳しくは秘書広
報課まで。
　秘書広報課　50-3012問

 お がわ  　

 あさ やま  えい こ

 かね まる  ひで お

 くろ さわ  くに お

 たに かわ    こ

 あね ざき  や さぶ ろう

 すぎ もと  

 い とう    こ

 すず き  き く こ

 にし ばた

 で ぐら  かず ゆき

 たか はし  まもる

 

 たか はし  さ ち こ

 とみ た  とう いち

 にし かわ  かず こ

 い とう  

 い とう  つとむ

 で たん ぼ  

 やま だ  ひろ こ

 にし うら    こ

 ます い  ち とし

 や しろ  い つ こ

 あら かわ  すえ お

 いち  すて ぞう

 さい とう    こ

 と なり  ち よ

 じ とう  と よ こ

 あさ くら  こう いち

 みや がわ  よし お

 ほし ば  みゆき

 やま ぐち  いさお

 ほん だ  しゅう さく

 

 まつ お  すえ の

 つか だに  まつ こ

 よし ざわ  　

 もり    こ

 かわ かみ    こ

 きた がわ  のり お

 こ ばやし  はる え

 しも むら  ふさ え

 つつみ  さち こ

 もり した  み よ こ

 た なか  ただし

 うえ さか  みつ お

講
座
内
容

ワード初級（3カ月：12回）

エクセル初級（3カ月：12回）

インターネットとメール

（3カ月：12回）

釣具店

至三国市街

至春江市街

三国大橋

鬼の交差点

至
ﾃｸﾉﾎﾟｰﾄ

ココ

◆春江店
〒919-0417　

坂井市春江町江留下相田(空港道路沿い)
TEL(0776)51-2740

◆針原店(夜間)
〒919-0476 

坂井市春江町針原24-7
TEL(0776)51-1131
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40

「ふれんず」は坂井チャンネル29でもご覧いただけます！
今回の内容は、8／15（土）～9／14（月）まで放送します。

お楽しみに！　　秘書広報課 50-3012問

編 集 後 記

疲れを知らず、ボールを懸命に追いかけるメンバー疲れを知らず、ボールを懸命に追いかけるメンバー

好
き
な
気
持
ち
こ
そ
が

上
達
へ
の
早
道

和

メンバー 15人

代　　表 河原　定一さん
　　　　　（丸岡町東二ツ屋）

コメント

「メンバーの数が少ない分、仲

良く楽しいサッカーを実践し

ています。将来につながる、基

礎をつくるための練習を中心

に行っています。」

気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
。
笑
顔
で

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
駆
け
回
る
姿
に

は
、
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
と
い

う
気
持
ち
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。

そ
れ
が
「
鳴
鹿
明
章
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
だ
。

　
チ
ー
ム
は
昨
年
発
足
し
た

ば
か
り
で
、
ま
だ
実
績
は
少
な

い
が
、
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
そ

の
歴
史
は
古
い
。
31
年
前
に
鳴

鹿
小
学
校
の
児
童
の
み
で
結
成
。

数
年
前
か
ら
は
明
章
小
学
校
の

児
童
も
加
わ
り
、昨
年
、現
在
の

名
称
で
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
そ
ろ
え
た
ば
か
り
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
に
は「
30
th
」の
文
字

が
輝
く
。

　
「
Ｗ
杯
を
見
て
、
サ
ッ
カ
ー

が
や
り
た
く
な
っ
た
」
と
動
機

を
語
る
山
野
竣
也
さ
ん
（
明
章

小
５
年
）。「
ク
ロ
ス
の
う
ま
い

選
手
に
な
り
た
い
」
と
、
目
指

す
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て

目
を
輝
か
せ
な
が
ら
話
す
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
代
行
の
荒
川
響

さ
ん
（
鳴
鹿
小
５
年
）
は
「
チ
ー

ム
が
勝
つ
に
は
、
周
り
を
見
て

状
況
判
断
し
、
素
早
く
プ
レ
ー

す
る
。そ
う
す
れ
ば
今
よ
り
も
っ

と
試
合
に
勝
て
る
」
と
冷
静
に

チ
ー
ム
を
分
析
。
練
習
中
も
仲

間
を
鼓
舞
す
る
姿
か
ら
は
、
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
の
素
質
が
う
か

が
え
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
心
が
、

選
手
た
ち
を
上
達
の
道
へ
と
近

づ
け
る
。
そ
の
心
が
周
囲
に
広

が
り
、
見
る
も
の
を
引
き
つ
け

て
や
ま
な
い
グ
ル
ー
プ
だ
。

鳴鹿明章サッカースポーツ少年団

あ
ら

か
わ

ひ
び
き

や
ま

の

し
ゅ
ん

や

かわ はら さだいち

強い人 大きな声より、の大

弱い人 小さな声の方が、の小

心に響 ことがある。くこ

みんな 同じ方向に、が同

進みた る時代だからこそ、がる

ちょっ 立ち止まってと立

耳を澄 してみてもまし

いいん ゃないかな。じゃ

丸岡町篠岡にて）（丸　　　

▼
よ
う
や
く
梅
雨
明
け
し
、
本

格
的
な
夏
の
雰
囲
気
に
。
外
で

の
取
材
は
大
変
で
す
が
、
雨
よ

り
は
ま
し
▼
先
月
は
取
材
中
雨

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
幾
数
回
。

「
自
分
濡
れ
て
も
カ
メ
ラ
濡
ら

す
な
」を
合
言
葉
に
、雨
ニ
モ
マ

ケ
ズ
突
き
進
み
ま
し
た
。(

杉)

▼
夏
休
み
も
中
盤
、
部
活
や
課

外
が
一
段
落
し
た
子
供
た
ち
は

毎
日
家
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
。
誰
か
帰

宅
す
る
と
、
お
の
ず
と
居
間
に

全
員
集
合
し
、
何
気
な
い
話
を

す
る
わ
が
家
で
す
が
、暑
さ
に
伸

び
た
風
情
は
、一
家
団
ら
ん
と
い

う
よ
り
、一
家
だ
ら
〜
ん
？（
純
）

※部分日食（77月22日（水）午前11時6分撮影）


